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『
中
園
論
理
皐
史
研
究

ー
経
撃
の
基
礎
的
探
求
|
』

浅

野

裕

広
範
な
中
国
哲
学
の
対
象
領
域
内
中
で
も
、
名
家
に
代
表
さ
れ
る

中
国
論
理
学
は
、
我
国
で
は
、
従
来
と
り
わ
け
研
究
が
手
薄
な
分
野

で
あ
っ
た
。
『
公
孫
龍
子
』
を
始
め
と
す
る
文
献
解
読
の
困
難
性
、
名

家
思
想
及
ぴ
中
国
論
理
学
を
、
説
弁
も
し
く
は
全
く
の
特
殊
領
域
と

見
倣
す
風
潮
等
が
、
そ
う
し
た
状
況
を
生
じ
て
き
た
原
因
で
あ
ろ

、「
J

し
か
し
論
理
学
が
、
自
然
界
と
人
間
界
と
を
問
わ
ず
、
お
よ
そ
人

聞
が
対
象
に
つ
い
て
思
索
す
る
行
為
的
基
礎
を
成
す
以
上
、
論
理
学

へ
の
関
心
を
欠
い
た
中
国
哲
学
研
究
は
、
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
著
者
加
地
伸
行
氏
は
、
こ
の
難
解
極
ま
る
領

域
に
真
向
か
ら
取
り
組
ま
れ
、
既
に
数
多
く
の
論
考
を
発
表
さ
れ
て

き
て
い
る
ロ
本
書
は
、
こ
れ
ら
の
諸
成
果
の
結
晶
で
あ
り
、
中
国
論

理
学
に
関
す
る
専
論
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
我
国
初
の
本
格
的
著
作

3

で
あ
ろ
う
。

η
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書

評

本
書
は
、
大
き
く
三
部
構
成
を
取
る
が
、
以
下
そ
の
編
次
に
沿
っ

た
形
で
、
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
、
随
時
評
者
の
私
見
を
述
べ
て
行
く

こ
と
と
し
た
い
。

第
一
部
中
国
に
お
け
る
論
理
学

第
一
章
中
国
古
代
論
理
学
史
研
究
の
状
況

こ
の
章
で
著
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
主
要
な
研
究
を
列
挙
し
、
内
容

を
概
説
し
た
後
に
、
各
々
の
欠
陥
を
指
摘
す
る
。
先
ず
、
本
邦
に
於

け
る
明
治
以
降
の
論
理
学
研
究
が
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
、
即

ち
伝
統
的
形
式
論
理
学
を
基
準
に
、
墨
家
と
萄
子
の
論
理
学
を
、
そ

れ
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
す
る
反
面
、
恵
施
・
公
孫
龍

等
の
論
理
学
を
、
そ
れ
に
適
合
せ
ぬ
論
弁
と
庇
し
め
て
き
た
と
す
る
。

著
者
は
か
か
る
風
潮
に
対
し
、
西
欧
論
理
学
を
唯
一
円
判
定
基
準
に
、

中
国
論
理
学
の
是
非
を
論
ず
る
思
考
態
度
は
、
中
国
論
理
学
の
独
自

性
を
見
落
し
た
所
業
で
あ
る
と
し
て
、
厳
し
い
批
判
を
加
え
る
。

ま
た
、
宮
崎
市
定
・
天
野
鎮
雄
両
氏
が
近
年
行
っ
た
、
『
公
孫
龍

子
』
何
本
文
批
判
の
試
み
に
対
し
て
も
、
予
め
自
己
の
思
考
の
型
を

提
出
し
、
そ
れ
に
合
致
す
る
か
否
か
を
基
準
に
、
テ
キ
ス
ト
を
改
変

す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
方
法
論
を
強
く
批
判
す
る
。
そ
の
上
で
著

者
は
、
テ
キ
ス
ト
に
記
さ
れ
た
論
理
学
と
哲
学
者
個
人
の
思
惟
と
を

切
り
離
さ
ず
、
文
献
内
容
に
歴
史
性
を
付
与
し
て
、
包
括
的
に
解
釈
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す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
場
を
提
示
す
る
。

続
い
て
著
者
は
、
中
国
に
於
け
る
研
究
史
を
組
上
に
乗
せ
る
。
最

初
に
胡
適
『
先
泰
名
曲
学
史
』
を
取
り
挙
げ
、
名
の
問
題
を
中
心
に
据

え
た
初
の
体
系
的
論
理
学
史
で
あ
る
、
と
評
価
す
る
一
方
、
な
お
伝

統
的
形
式
論
理
学
の
枠
内
で
し
か
名
実
を
扱
わ
ぬ
、
そ
の
限
界
性
を

も
指
摘
す
る
。
ま
た
郭
湛
波
『
先
秦
野
間
学
史
』
に
つ
い
て
、
唯
物
史

観
に
立
つ
中
国
古
代
論
理
学
史
的
先
駆
と
位
置
づ
け
る
と
共
に
、
苛

子
以
降
は
論
理
学
的
発
展
が
停
止
し
た
と
す
る
、
そ
の
結
論
を
批
判

す
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
在
実
基
『
中
国
選
輯
思
想
史
』
に
対
し
、

弁
証
法
論
理
を
形
式
論
理
学
に
優
越
さ
せ
ん
と
す
る
、
マ
ル
ク
ス
主

義
の
硬
直
し
た
図
式
に
従
う
の
み
で
あ
り
、
か
つ
単
な
る
資
料
紹
介

に
終
始
し
て
、
何
ら
独
創
的
研
究
方
法
を
提
起
し
て
い
な
い
と
、
徹

底
し
た
批
判
を
浴
び
せ
て
い
る
。

こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
従
前
向
諸
研
究
へ
の
批
判
は
、
鋭
く
か
っ
的

確
で
あ
り
、
評
者
も
深
い
賛
意
を
表
し
た
い
。
著
者
は
、
か
か
る
研

究
史
批
判
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
漢
語
が
ど
の
よ
う
な
特
性
を
有
す
る
言

語
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
の
理
解
を
前
提
に
し
な
い
で
、
ど
う
し
て

中
国
論
理
学
の
研
究
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
的
中
国
論
理
学
史

(
古
代
あ
る
い
は
他
の
時
代
を
問
わ
ず
)
研
究
の
ほ
と
ん
ど
に
対
す

る
私
の
根
本
的
批
判
は
こ
こ
に
あ
る
」
と
述
べ
、
漢
語
の
特
性
な
る

言
語
学
的
視
点
、
よ
り
中
国
論
理
学
を
把
握
せ
ん
と
す
る
、
著
者
独
自

の
研
究
態
度
及
び
方
法
論
を
予
告
す
る
。

第
一
一
章
漢
語
の
特
性

本
章
に
於
て
著
者
は
、
先
ず
宋
代
の
詩
論
や
日
本
町
儒
者
に
よ
る

漢
文
法
研
究
、
清
朝
の
文
法
理
論
等
を
通
じ
て
、
漢
語
中
に
存
在
す

る
、
実
字
(
名
詞
に
代
表
さ
れ
る
概
念
語
)
と
虚
字
(
助
詞
)
と
の

区
分
を
明
示
せ
ん
と
す
る
。
次
い
で
こ
の
区
分
か
ら
、
漢
詩
は
実
字

中
心
、
〈
詞
〉
中
心
の
言
語
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
語
は
虚

字
中
心
、
〈
辞
v

中
心
的
言
語
で
あ
る
、
と
の
渓
日
両
言
語
的
対
比
が

導
き
出
さ
れ
る
。
更
に
馬
建
忠
『
馬
氏
文
通
』
町
思
考
内
容
を
好
例

に
、
中
国
人
が
、
具
体
的
事
物
と
相
即
不
離
の
対
応
関
係
を
維
持
す

る
漢
字
を
、
実
字
(
概
念
語
)
と
し
て
意
識
し
た
点
を
確
認
し
、
「
他

的
言
語
に
比
べ
て
際
立
っ
て
概
念
語
中
心
の
言
語
で
あ
る
と
い
う
と

こ
ろ
」
に
こ
そ
漢
詩
的
特
性
が
あ
る
、
と
の
結
論
を
提
出
す
る
。
即

ち
、
主
語
・
述
語
の
文
法
的
関
係
を
必
須
町
要
件
と
せ
ず
、
漢
字
自

体
が
備
え
る
物
象
性
・
写
象
性
に
依
存
し
つ
つ
、
概
念
語
の
排
列
を

主
体
に
意
味
を
伝
達
す
る
性
格
に
、
古
代
漢
詩
の
特
性
が
求
め
ら
れ

た
訳
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
主
語
・
述
語
の
文
法
構
造
を
中
心
と
す
る
、
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
形
式
論
理
学
を
基
準
と
し
て
き
た
旧
来
的
研
究
方
法
に
対
し
、

漢
詩
的
特
性
と
い
っ
た
最
深
部
の
地
点
よ
り
、
そ
の
根
本
的
に
不
可

能
な
る
こ
と
を
論
ず
る
思
索
で
あ
り
、
こ
う
し
た
視
点
方
法
論
は
、



従
前
の
中
国
論
理
学
研
究
に
は
全
く
見
ら
れ
ぬ
著
者
独
自
の
創
見
と

し
て
、
高
く
評
価
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
本
来
的
に
異
質
な
言
語
聞
を
比
較
し
、
或
る
言
語
の

特
性
を
抽
出
す
る
こ
と
は
、
想
像
以
上
に
至
難
な
作
業
で
あ
る
。
著

者
は
、
前
記
の
立
論
を
古
代
漢
語
に
限
定
し
、
現
代
漢
語
を
考
察
対

象
よ
り
除
外
す
る
方
針
を
、
予
め
断
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
時
期

的
限
定
を
課
さ
れ
た
古
代
漢
語
を
、
他
的
言
語
、
例
え
ば
日
本
語
と

比
較
す
る
場
合
、
比
較
さ
れ
る
日
本
語
は
、
如
何
な
る
時
期
的
限
定

を
課
さ
れ
た
上
で
、
対
象
に
選
定
さ
れ
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、

こ
の
辺
り
の
叙
述
は
今
一
つ
不
明
瞭
で
あ
る
。

仮
り
に
、
古
代
漢
語
に
対
す
る
古
代
日
本
語
を
想
定
し
、
比
較
を

可
能
と
す
る
共
通
次
元
を
固
定
せ
ん
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
可
能
で
あ

ろ
う
か
。
古
代
日
本
人
の
思
惟
、
及
ぴ
ヤ
マ
ト
言
葉
町
文
字
表
記
が
、

漢
詩
の
導
入
に
よ
っ
て
初
め
て
可
能
と
な
り
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書

紀
』
が
各
々
変
体
漢
文
・
純
粋
漢
文
で
記
録
さ
れ
、
『
万
葉
集
』
も
ま

た
そ
の
表
記
を
、
既
に
漢
字
に
依
存
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
比
較

以
前
に
、
そ
も
そ
も
古
代
日
本
語
の
確
定
自
体
が
、
お
よ
そ
困
難
な

仕
事
で
あ
る
こ
と
に
思
い
至
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
漢
文
訓
点
資

料
も
、
既
に
そ
れ
が
異
国
語
た
る
漢
文
の
、
し
か
も
漢
文
を
ほ
ぽ
保

存
し
た
形
で
の
極
め
て
特
殊
な
翻
訳
体
で
あ
る
以
上
、
や
は
り
純
粋

5

な
ヤ
マ
ト
言
葉
の
記
録
と
は
な
り
難
い
で
あ
ろ
う
。

。，“1
 

お
よ
そ
言
語
は
、
常
に
多
様
な
流
動
性
を
自
ら
の
内
に
含
む
が
故

に
、
比
較
の
手
続
き
を
よ
ほ
ど
慎
重
に
踏
ん
だ
上
で
な
け
れ
ば
、
抽

出
さ
れ
た
も
の
が
、
は
た
し
て
そ
の
言
語
に
固
有
町
通
時
的
原
理
で

あ
る
の
か
、
ま
た
は
歴
史
的
・
地
域
的
・
階
層
的
・
用
途
的
諸
条
件
に
規

定
さ
れ
た
局
部
的
現
象
(
た
と
え
そ
の
言
語
特
有
の
変
化
原
理
を
反
映

し
た
現
象
で
あ
る
と
し
て
も
)
で
あ
る
の
か
は
、
容
易
に
判
別
し
難

い
こ
と
と
な
ろ
う
。

中
国
語
が
、
時
代
を
追
っ
て
助
詞
虚
字
の
類
を
著
し
く
増
加
さ

せ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、
実
字
中

心
な
る
古
代
漢
語
の
特
性
が
、
ど
こ
ま
で
の
普
遍
性
を
持
っ
て
中
国

人
的
思
考
様
式
を
規
定
し
て
き
た
の
か
は
、
な
お
即
断
し
難
い
面
を

残
す
。
こ
の
点
は
、
古
代
漢
語
に
時
期
を
限
定
し
た
場
合
で
も
、
同

様
で
あ
る
。
ヵ

l
ル
グ
レ
ン
が
『
左
伝
偽
書
考
』
に
於
て
、
春
秋
以

前
の
文
献
に
助
詞
の
類
が
少
〈
、
そ
れ
以
降
助
詞
が
増
加
す
る
傾
向

を
指
摘
し
、
そ
の
差
異
を
文
献
の
成
立
時
代
判
定
の
基
準
と
す
る
、

画
期
的
方
法
論
を
提
示
し
て
よ
り
、
既
に
久
し
い
。
こ
の
よ
う
に
古

代
漢
語
と
雄
も
、
そ
の
内
部
は
一
様
で
は
な
く
、
春
秋
以
前
と
比
較

す
れ
ば
、
戦
国
以
降
は
、
明
ら
か
に
助
詞
・
虚
字
の
類
が
増
加
し
て

いヲ令。か
か
る
現
象
を
生
じ
た
原
因
と
し
て
は
、
先
ず
『
詩
経
』
『
書
経
』

『
左
伝
』
『
国
語
』
等
、
概
ね
春
秋
以
前
の
成
立
と
目
さ
れ
る
諸
文
献

書

評
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が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
背
負
う
性
格
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
司
詩
経
』
は
、
無

論
採
録
さ
れ
た
対
象
が
詩
で
あ
る
と
の
特
殊
性
を
持
ち
、
ま
た
『
書

経
』
は
、
「
左
史
記
言
、
右
史
記
事
、
事
局
春
秋
、
一
言
馬
術
書
」
(
『
漢

書
』
芸
文
志
)
と
伝
え
ら
れ
る
如
き
、
王
者
の
公
式
発
言
内
記
録
と

し
て
、
更
に
『
左
伝
』
や
『
国
語
』
は
、
史
官
同
集
団
に
よ
る
歴
史

記
録
と
し
て
、
各
々
特
殊
な
成
立
過
程
を
有
す
る
。
詩
は
も
と
よ
り

韻
文
と
し
て
そ
の
文
体
を
規
制
さ
れ
る
し
、
王
者
向
公
式
発
言
は
、

当
然
荘
重
な
美
文
体
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
史
官
に
は
、
代
々

伝
承
し
て
き
た
史
特
有
の
文
体
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

文
献
上
向
性
格
は
、
い
ず
れ
も
、
助
詞
類
の
使
用
を
減
少
さ
せ
る
方

向
に
作
用
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
文
献
、
及
ぴ
そ
の
記
録
内
容
は
、
最
初
か
ら

特
定
の
場
面
・
状
況
な
り
、
情
感
・
意
識
な
り
を
強
〈
共
有
す
る
、

限
定
さ
れ
た
人
間
関
係
内
部
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
そ
れ
ら
の
諸
条
件
を
共
有
し
難
い
、
外
部
の
人
間
一
般
は
、
対

象
と
し
て
想
定
さ
れ
な
い
性
格
を
持
つ
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
、
助
詞

に
よ
る
細
密
な
意
味
限
定
的
必
要
度
は
、
そ
も
そ
も
薄
い
訳
で
あ

λν

。こ
れ
に
反
し
、
春
秋
期
的
文
献
で
あ
っ
て
も
、
比
較
的
口
語
体
を

忠
実
に
記
録
し
た
と
見
ら
れ
る
『
論
語
』
に
於
て
は
、
助
詞
類
が
相

対
的
に
多
用
さ
れ
る
。
大
半
は
孔
子
と
門
人
と
の
対
話
で
あ
る
か
ら
、

も
と
よ
り
場
面
を
共
有
し
て
い
る
訳
で
、
一
見
助
詞
へ
の
依
存
度
は

低
下
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
相
手
に
伝
達
せ
ん
と
す
る
内
容
が
、

個
人
の
微
妙
な
心
情
を
多
く
含
む
た
め
、
助
詞
に
よ
る
細
か
な
意
味

限
定
を
要
請
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
戦
国
期
の
諸
子
関
係
の
文
献
に
な
る
と
、
助
詞
を
頻
出
さ
せ

て
、
意
味
限
定
を
明
確
に
せ
ん
と
努
め
た
形
跡
が
、
一
層
涯
然
と
し

て
く
る
。
彼
等
は
諸
国
を
遊
説
し
、
或
い
は
君
主
に
自
説
を
容
れ
ん

と
し
、
或
い
は
論
敵
と
激
し
い
論
争
を
繰
り
返
す
。
も
は
や
言
語
が

発
せ
ら
れ
る
対
象
と
の
聞
に
、
情
感
や
意
識
の
共
有
性
は
ほ
と
ん
ど

期
待
で
き
ず
、
言
語
に
は
あ
ら
ゆ
る
障
壁
を
乗
り
超
え
て
、
自
己
的

意
図
を
相
手
に
即
座
に
諒
解
さ
せ
る
機
能
こ
そ
が
、
第
一
に
求
め
ら

れ
る
。
助
詞
的
多
用
に
よ
る
明
確
な
意
味
限
定
は
、
か
か
る
必
然
性

の
所
産
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
と
同
様
の
事
態
は
、
為
政
者
向
側
に
も
発
生
し
た
と
推
測
し

得
る
。
春
秋
か
ら
戦
国
へ
と
、
領
域
国
家
が
膨
張
し
続
け
る
過
程
で

は
、
身
分
や
言
語
・
習
俗
、
果
て
は
民
族
さ
え
異
に
す
る
諸
階
層
を

広
汎
に
吸
収
し
、
自
国
内
に
包
摂
・
編
入
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
伴
い
、
布
告
や
法
律
等
の
公
文
書
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
異
を

貫
通
し
て
、
統
治
者
向
意
図
を
早
急
に
伝
達
す
べ
き
機
能
が
要
求
さ

れ
る
。
『
商
君
書
』
が
、
「
賢
者
に
し
て
而
る
後
に
之
を
知
る
は
、
以

て
法
と
為
す
可
か
ら
ず
。
民
尽
く
は
賢
な
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
故
に
聖



人
の
法
を
為
る
や
、
必
ず
明
白
に
し
て
知
り
易
く
、
感
知
を
し
て
循

く
之
を
知
ら
使
む
」
(
定
分
篇
)
と
説
く
所
以
で
あ
る
。
こ
の
場
合

も
、
助
詞
に
よ
る
明
快
な
意
味
限
定
は
、
一
つ
の
有
効
な
手
段
と
な

ろ
う
。
前
述
し
た
中
国
語
に
於
け
る
助
詞
の
増
加
現
象
も
、
近
来
的

句
読
点
・
疑
問
符
・
筒
体
字
・
排
音
等
の
採
用
と
共
に
、
か
か
る
社

会
的
要
請
に
応
え
続
け
ん
と
し
て
き
た
結
果
と
見
倣
し
得
る
。

以
上
の
諸
点
は
、
評
者
が
思
い
つ
く
ま
ま
に
記
し
た
雑
感
に
過
ぎ

な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
に
留
意
し
た
だ
け
で
も
、
習
俗
・
方
量
一
同
等

の
地
域
差
、
意
味
を
伝
達
し
合
、
っ
者
同
志
が
所
属
す
る
階
層
的
差
異
、

言
語
が
使
用
さ
れ
る
状
況
・
用
途
の
差
異
、
時
代
状
況
の
推
移
に
よ

る
言
語
機
能
の
変
化
等
々
、
古
代
漢
詩
も
、
そ
の
内
部
に
多
様
な
流

動
性
を
抱
え
込
ん
で
い
た
事
情
は
、
お
よ
そ
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
話
は
元
に
戻
る
が
、
そ
も
そ
も
古
代
漢
語
の
概
念
規
定
自
体

が
頗
る
厄
介
で
あ
り
、
必
然
的
に
古
代
漢
語
の
特
性
抽
出
も
ま
た
、

そ
れ
が
原
理
で
あ
る
の
か
現
象
で
あ
る
の
か
を
判
別
す
べ
き
、
甚
だ

困
難
な
作
業
に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

第
三
章
名
と
物
と
実
と

本
章
で
は
、
漢
詩
の
特
性
と
中
国
語
論
理
学
的
特
色
と
の
一
関
係
が
述

べ
ら
れ
る
。
著
者
は
、
「
は
じ
め
に
こ
と
ば
が
あ
っ
た
」
(
『
新
訳
聖
書
』

ヨ
ハ
ヰ
福
音
書
・
第
一
章
)
と
の
訳
文
と
対
比
し
つ
つ
、
は
じ
め
に

7

物
が
存
在
し
、
次
に
そ
の
写
象
と
し
て
形
成
さ
れ
た
漢
語
の
特
性
を

ワ
&ー

指
摘
し
、
元
来
象
形
文
字
と
し
て
出
発
し
た
漢
字
は
、
形
声
字
の
増

加
後
も
、
物
に
対
す
る
物
象
性
・
写
象
性
よ
り
抜
け
き
れ
な
か
っ
た

と
説
く
。
従
っ
て
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
、
対
象
で
あ
る
個
物
内
実

在
は
自
明
の
理
で
あ
っ
て
、
た
め
に
中
国
で
は
、
個
物
の
存
在
性
を

問
う
思
惟
は
発
生
せ
ず
、
個
物
な
る
対
象
を
如
何
に
精
確
に
写
し
出

す
か
が
、
専
ら
問
題
に
さ
れ
て
き
た
、
と
著
者
の
論
旨
は
展
開
す

λ
w

。ま
た
そ
の
場
合
、
漢
語
は
、
修
飾
作
用
(
分
析
表
現
)
を
被
修
飾

語
が
吸
収
し
て
、
絶
え
ず
新
た
な
概
念
語
を
創
出
し
て
行
く
分
類
的

写
出
の
形
態
を
取
り
、
西
欧
近
代
詩
の
よ
う
な
分
析
的
写
出
へ
は
進

ま
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
更
に
著
者
は
、
漢
詩
的
名
詞
は
既
に
実
在

す
る
存
在
事
実
の
写
し
と
し
て
、
或
る
概
念
を
固
定
化
す
る
作
用
に

最
大
的
意
味
を
持
つ
の
で
あ
り
、
印
欧
語
文
法
流
町
、
主
語
・
述
語
構

造
と
は
、
本
質
的
に
相
違
す
る
と
言
う
。
そ
こ
で
、
西
欧
人
が
こ
と

ば
の
存
在
そ
の
も
の
を
思
考
す
る
の
に
反
し
て
、
中
国
人
は
、
対
象

の
実
在
性
を
も
、
こ
と
ば
の
存
在
性
を
も
疑
わ
ず
、
ま
し
て
や
対
象

向
背
後
に
対
し
て
思
索
を
向
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
規
定
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
西
欧
哲
学
に
於
て
は
、

sー

P
言
語
構
造
に
由
来
す

る
伝
統
的
形
式
論
理
学
・
存
在
論
が
成
立
し
た
の
に
対
し
て
、
申
国

哲
学
で
は
、
概
念
語
の
連
続
な
る
漢
語
の
特
性
か
ら
、
名
実
論
・
概

書

評
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念
論
・
意
味
論
を
主
と
す
る
中
国
論
理
学
が
形
成
さ
れ
た
、
と
の
結

論
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
著
者
は
、
中
国
論
理
学
の
特
質

を
名
実
論
・
意
味
論
と
理
解
し
た
上
で
、
『
公
孫
龍
子
』
を
解
釈
せ
ん

と
す
る
立
場
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
中
途
半
端
な
文
体
論
を
跳
ぴ
超
え
て
、
最
も
根
本
的
な

言
語
の
段
階
よ
り
、
中
国
人
的
思
考
様
式
、
及
ぴ
そ
の
反
映
た
る
中

国
論
理
学
に
迫
ら
ん
と
す
る
も
の
で
、
独
創
性
と
本
質
的
思
索
を
重

ん
ず
る
著
者
向
研
究
姿
勢
が
、
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
極
め

て
大
胆
な
問
題
提
起
な
だ
け
に
、
細
部
に
関
し
て
は
、
些
か
疑
念
も

な
い
で
は
な
い
。

先
ず
、
著
者
が
漢
語
の
特
性
を
照
射
す
る
た
め
に
引
く
、
「
は
じ
め

に
こ
と
ば
が
あ
っ
た
」
と
の
訳
文
で
あ
る
が
、
本
書
第
三
部
・
第
三

章
で
著
者
自
ら
が
解
説
す
る
如
〈
、
ロ
ゴ
ス
の
意
味
は
西
欧
に
於
て

す
ら
今
な
お
確
定
し
て
お
ら
ず
、
神
の
思
惟
内
容
と
か
理
性
と
か
、

種
々
の
解
釈
が
並
立
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
前
の
訳
文
を
引
き
合

い
に
、
西
欧
で
は
「
は
じ
め
に
こ
と
ば
が
あ
っ
た
」
の
に
反
し
て
、

中
国
で
は
「
は
じ
め
に
物
が
あ
っ
た
」
と
断
定
す
る
こ
と
に
は
、
若

干
の
留
保
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
古
代
中
国
に
於
て
も
、
上
天
上
帝
の

意
志
・
理
法
が
事
物
に
先
行
す
る
と
の
思
考
は
、
広
汎
に
存
在
し
て

お
り
、
も
し
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
・
第
一
章
に
対
し
、
勺
は
じ
め
に
神
の
意

図
・
理
法
が
あ
っ
た
」
と
の
訳
文
を
採
用
す
る
と
き
は
、
彼
我
の
差

異
は
ほ
と
ん
ど
解
消
す
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
漢
字
の
物
象
性
・

写
象
性
を
、
漢
詩
的
特
性
、
中
国
人
の
思
考
様
式
と
し
て
強
調
す
る

こ
と
は
、
後
に
著
者
町
中
国
論
理
学
史
で
重
大
な
役
割
を
演
ず
る
、

中
国
的
概
念
実
在
論
的
存
在
否
定
に
も
繋
り
か
ね
ず
、
却
っ
て
本
書

の
論
理
展
開
を
妨
げ
る
危
険
が
あ
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
漢
字
の
発
生
以
前
に
、
漢
詩
が
音
声
量
一
口
語
と
し
て
の
み
存

在
し
て
い
た
段
階
を
、
当
然
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
場
合
、

音
声
一
言
語
と
し
て
の
漢
語
と
、
漢
語
の
物
象
性
・
写
象
性
、
及
ぴ
中

国
人
的
思
考
形
態
と
の
連
関
は
、
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
一
言

触
れ
て
欲
し
か
っ
た
気
が
す
る
。

そ
れ
か
ら
著
者
は
、
古
代
漢
語
と
西
欧
近
代
語
・
印
欧
語
文
法
・

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
等
を
適
宜
比
較
す
る
が
、
こ
う
し
た
直
接

的
比
較
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
如
何
な
る
共
通
次
元
設
定
に
よ
っ
て
可
能

と
な
る
の
か
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
も
、
明
示
し
て
欲
し
か
っ
た

所
で
あ
る
。

次
に
本
章
の
最
大
の
論
旨
で
あ
る
、
中
国
に
は
個
物
の
存
在
性
や
、

こ
と
ば
の
存
在
性
を
問
う
思
惟
、
及
ぴ
対
象
の
背
後
に
向
か
う
思
惟

等
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
評
者
に
は
や
は
り
疑
問

が
残
る
。
何
故
な
ら
、
個
物
は
素
朴
実
在
論
風
に
は
存
在
せ
ぬ
の
で

は
な
い
か
と
す
る
、
対
象
世
界
の
存
在
性
を
問
、
つ
思
惟
は
、

も
あ
り
、
そ
の
代
表
こ
そ
が
公
孫
龍
で
は
な
か
っ
た
か
、

中
国
に

と
評
者
は



考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

対
象
実
と
名
と
を
対
置
す
る
構
図
的
下
、
は
た
し
て
対
象
は
我
々

の
知
覚
の
ま
ま
に
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
の
個
物
的
存
在
性

へ
の
懐
疑
・
反
省
を
生
じ
た
と
き
、
そ
の
対
象
へ
の
、
外
向
き
の
懐

疑
は
ま
た
、
は
た
し
て
我
々
に
は
対
象
の
実
を
完
壁
に
捕
捉
し
得
る

だ
け
の
認
識
能
力
が
具
備
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
の
、
自
己
の

認
識
装
置
へ
の
、
内
向
き
の
懐
疑
を
も
同
時
に
生
ず
る
。
即
ち
、
存

在
論
と
結
合
し
た
形
で
の
認
識
論
意
味
論
の
発
生
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
外
な
る
世
界
と
内
な
る
自
己
へ
の
本
質
的
反
省
で
あ
り
、
公
孫

龍
等
が
提
起
し
た
名
実
論
的
本
来
的
意
味
は
、
こ
こ
に
存
在
し
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
彼
等
が
投
じ
た
こ
の
深
刻
な
懐
疑
こ
そ
、

世
界
と
自
己
的
実
在
性
・
安
定
性
を
破
壊
す
る
行
為
と
し
て
、
彼
等

に
容
赦
な
き
非
難
が
浴
ぴ
せ
ら
れ
て
き
た
原
因
で
は
な
か
っ
た
ろ
う

'カ
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ま
た
、
意
・
情
と
一
盲
と
を
対
置
す
る
構
図
の
下
、
所
詮
言
語
は
表

現
対
象
た
る
意
・
情
を
伝
達
せ
ぬ
の
で
は
な
い
か
、
と
の
懐
疑
・
反

省
を
生
じ
た
と
き
、
そ
の
言
語
に
対
す
る
、
外
向
き
の
懐
疑
は
ま
た
、

言
語
を
以
て
は
如
何
に
し
て
も
表
現
し
切
れ
ぬ
、
自
己
の
魂
へ
の
、

人
間
存
在
自
体
へ
の
、
内
向
き
の
懐
疑
を
も
同
時
に
生
ず
る
。
「
書
不

蓋
言
、
言
不
登
意
」
(
『
易
』
繋
辞
伝
)
「
知
者
不
言
、
言
者
不
知
」
(
『
老

子
』
第
五
十
六
章
)
「
言
者
有
言
、
其
所
言
者
特
未
定
也
、
果
有
言
邪
、

書

評

其
未
嘗
有
言
邪
」
(
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
)
等
は
、
ま
さ
し
く
そ
う
し

た
こ
と
ば
の
存
在
性
を
問
う
思
索
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
そ
れ

が
、
言
語
の
恋
意
性
・
限
界
性
を
超
え
ん
と
す
る
神
秘
主
義
を
生
み

出
す
、
一
つ
の
中
国
的
契
機
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

更
に
、
万
物
の
背
後
に
宇
宙
の
本
体
・
根
源
た
る
道
を
措
定
す
る

『
老
子
』
、
個
物
を
超
え
た
世
界
の
在
り
方
を
道
・
天
と
し
て
措
定
す

る
荘
周
、
個
物
向
背
後
に
上
帝
同
意
志
を
想
定
し
、
天
命
・
天
性
で

両
者
を
繋
ぐ
各
種
性
命
思
想
、
個
物
の
背
後
に
普
通
者
を
想
定
す
る

公
孫
龍
、
至
大
・
至
小
概
念
を
実
体
化
し
、
そ
の
聞
に
万
物
を
分
類
・

収
容
せ
ん
と
し
た
窓
施
、
王
朝
交
替
現
象
的
背
後
に
五
徳
転
移
の
理

法
を
観
る
郷
街
、
天
道
の
背
後
に
上
帝
の
意
志
を
読
み
取
ら
ん
と
す

る
黄
帝
書
等
々
、
中
国
に
も
対
象
的
背
後
に
向
け
ら
れ
た
思
惟
は
豊

能
に
存
在
し
、
む
し
ろ
そ
れ
こ
そ
が
、
思
想
界
的
本
流
だ
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
著
者
の
指
摘
す
る
如
く
、
中
国

人
の
思
惟
形
態
が
抜
き
難
い
即
物
性
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
も
そ

も
思
想
と
は
、
世
俗
の
常
識
な
る
大
地
よ
り
離
陸
・
飛
朔
せ
ん
と
す

る
性
格
を
持
つ
た
め
、
漢
語
の
特
性
や
中
国
人
の
一
般
的
思
考
様
式

も
、
突
出
し
た
思
想
内
容
個
々
を
、
必
ず
し
も
そ
の
ま
ま
規
定
せ
ぬ

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
が
、
評
者
の
脳
裏
を
掠
め
た
、
素
朴
な
疑
問
で
あ
る
。
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第
二
部
『
公
孫
穂
子
』
解
釈

第
一
章
文
献
問
題

本
章
で
は
、
道
蔵
本
『
公
孫
龍
子
』
を
最
善
的
テ
キ
ス
ト
と
し
て

き
た
通
説
を
再
検
討
し
、
改
め
て
道
蔵
本
を
底
本
と
す
べ
き
で
あ
る

と
の
結
論
に
至
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
堅
白
論
・
白
馬
論
な
ど
篇
に

よ
っ
て
は
、
著
者
が
比
較
の
対
象
に
挙
げ
て
い
な
い
、
崇
徳
書
院
二
十

家
子
書
本
の
方
が
勝
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
著
者
が
指
摘
す

る
通
り
、
版
本
の
優
劣
は
、
結
局
は
解
釈
者
向
本
文
理
解
に
帰
着
す

る
の
で
は
あ
る
が
。

第

二

章

名

実

論

1
第

六

章

通

変

論

こ
れ
ら
五
章
に
は
、
公
孫
龍
を
唯
名
論
者
と
規
定
す
る
立
場
に
立
っ

た
、
著
者
独
自
の
尖
鋭
な
『
公
孫
龍
子
』
解
釈
が
開
示
さ
れ
る
。
評

者
は
『
公
孫
龍
子
』
解
釈
に
関
し
、
か
ね
が
ね
著
者
と
は
か
な
り
異

る
立
場
を
取
っ
て
き
て
い
る
が
、
こ
こ
で
解
釈
の
是
非
を
云
々
す
る

こ
と
は
省
か
せ
て
頂
く
。
個
々
の
解
釈
を
廻
る
論
議
は
、
自
ら
『
公

孫
龍
子
』
と
格
闘
し
た
人
で
な
け
れ
ば
、
到
底
理
解
が
困
難
で
あ
り
、

こ
こ
で
自
説
を
述
べ
て
も
、
徒
ら
に
「
弁
者
相
い
与
に
之
を
楽
し
む
」

(
『
荘
子
』
天
下
篇
)
印
象
を
与
え
、
訳
の
判
ら
ぬ
詑
弁
を
弄
す
る
者

と
町
、
識
者
の
憎
悪
を
招
く
だ
け
で
あ
ろ
う
か
ら
。

第

部

『
公
孫
龍
子
』
の
哲
学
史
的
位
置

第
一
章
名
実
論
争
に
お
け
る
公
孫
龍

著
者
は
、
古
代
の
中
国
論
理
学
を
、
名
よ
り
も
実
を
優
先
さ
せ
る

唯
名
論
の
系
統
と
、
実
よ
り
も
名
を
優
先
さ
せ
る
概
念
実
在
論
の
系

統
と
に
大
別
し
、
楊
朱
・
墨
覆
・
公
孫
龍
を
前
者
に
、
孟
子
・
苛
子
・

法
家
・
葦
仲
箭
を
後
者
に
分
類
す
る
。
そ
の
上
で
、
戦
国
期
は
圧
倒

的
に
唯
名
論
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
出
情
漠
帝
国
的
成
立
と
共
に
、
法

源
と
し
て
の
皇
帝
概
念
を
絶
対
化
・
普
遍
化
す
る
必
要
か
ら
、
唯
名

論
を
否
定
せ
ん
と
す
る
実
念
論
が
登
場
し
て
き
た
、
と
の
思
想
史
的

推
移
が
述
べ
ら
れ
る
。

著
者
は
、
実
念
論
の
興
隆
に
果
た
し
た
萄
子
町
役
割
を
特
に
重
視

し
、
皇
帝
概
念
は
、
萄
子
の
立
て
た
大
共
名
大
別
名
(
散
名
)
な

る
分
類
概
念
中
の
、
大
共
名
に
比
擬
さ
れ
て
、
普
遍
者
と
し
て
実
体

化
さ
れ
た
と
説
き
、
更
に
こ
の
実
念
論
の
淵
源
を
、
古
代
の
呪
術
的

思
考
に
求
め
て
い
る
。
周
末
戦
国
期
に
は
、
個
物
の
実
感
が
優
先
し

て
唯
名
論
が
勢
力
を
得
た
の
に
対
し
、
統
一
帝
国
内
出
現
と
軌
を
一

に
し
て
、
再
び
呪
術
的
思
考
・
実
念
論
が
思
想
界
を
支
配
し
た
、
と

言
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
こ
う
し
た
哲
学
史
を
踏
ま
、
え
つ

つ
、
ク
ラ
ス
分
け
を
主
体
と
す
る
苛
子
の
外
延
町
論
理
学
が
、
個
物

の
分
類
・
収
容
を
特
色
と
す
る
漢
代
文
化
の
体
系
化
を
可
能
に
し
、

そ
の
た
め
の
論
理
学
的
基
礎
を
提
供
し
た
と
の
、
長
期
的
展
望
が
示

さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
単
に
思
想
向
上
澄
み
を
掬
っ
た
だ
け
の
思
想
史
で

は
な
く
、
戦
国
か
ら
泰
漢
に
亙
る
歴
史
的
推
移
と
、
論
理
学
の
変
遷

と
を
緊
密
に
関
連
づ
け
た
考
察
は
、
従
前
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ

た
斬
新
な
研
究
で
あ
り
、
思
想
内
容
に
歴
史
性
を
付
与
せ
ん
と
し
た

著
者
向
試
み
は
、
大
き
な
成
果
を
挙
げ
た
と
言
え
る
。

も
っ
と
も
評
者
に
は
、
幾
つ
か
の
疑
問
点
も
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ

は
、
名
と
実
の
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
か
と
の
分
類
基
準
が
、
今
一

つ
暖
味
さ
を
残
す
点
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
、
名
実
い
ず
れ
の
存
在

が
先
行
す
る
か
と
の
時
期
的
先
後
関
係
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
「
名
と

は
実
の
賓
な
り
」
(
『
荘
子
』
遁
逢
遊
篇
)
と
の
思
考
は
、
学
派
を
超

え
た
共
通
認
識
で
あ
っ
て
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
名
が
実
に
先
行
す

る
と
の
主
張
は
、
古
代
中
国
論
理
学
に
は
存
在
し
な
い
。

お
よ
そ
言
語
(
名
)
は
、
先
ず
対
象
の
実
に
命
名
が
行
わ
れ
て
、

名
実
的
固
定
的
対
応
関
係
が
万
人
に
共
有
さ
れ
、
次
い
で
名
の
共
通

性
を
利
し
て
、
万
人
が
或
る
名
か
ら
そ
れ
に
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る

実
を
共
通
に
想
起
し
得
る
、
と
の
時
期
的
先
後
関
係
を
追
っ
て
成
立

す
る
。
し
か
も
、
こ
の
前
後
二
段
階
構
造
は
、
同
時
に
言
語
の
普
遍

的
機
能
と
し
て
、
成
立
後
も
保
存
・
維
持
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
形
名

参
同
術
的
如
く
、
確
か
に
名
を
基
準
に
実
を
正
さ
ん
と
す
る
思
考
が

存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
前
半
の
対
応
関
係
確
立
を
大
前
提

に
、
後
半
の
機
能
に
注
目
し
た
理
論
で
あ
っ
て
、
時
期
的
先
後
に
関

書

評

し
、
名
を
実
に
優
先
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
優
先
関
係
と
し
て
は
、

別
に
価
値
的
序
列
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
も
上
述
し
た
言
語
の
本
来

的
成
立
過
程
・
普
通
的
機
能
に
由
来
し
て
、
常
に
実
の
側
が
優
先
さ

れ
る
。
有
名
無
実
・
名
存
実
亡
は
、
何
人
に
よ
っ
て
も
肯
定
は
き
れ

な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、

普
遍
概
念
を
実
体
化
す
る
か
否
か
も
、
名
案
内
優
先
関
係

を
直
接
に
規
定
は
し
な
い
。
填
充
性
や
色
彩
を
、
個
物
の
属
性
と
し

て
で
は
な
く
、
竪
き
そ
の
も
の
・
白
き
そ
の
も
の
と
し
て
普
遍
化
し

実
体
化
す
る
場
合
、
そ
れ
ら
普
通
は
、
最
初
か
ら
既
に
実
と
意
識
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
普
遍
概
念
を
実
体
化
す
る
か
否

か
で
、
唯
名
論
・
実
念
論
を
区
分
す
る
行
為
は
、
も
と
よ
り
可
能
で

あ
る
が
、
名
実
い
ず
れ
を
優
先
さ
せ
る
か
と
の
基
準
で
は
、
両
者
向

区
分
は
不
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

更
に
唯
名
論
と
実
念
論
の
消
長
を
、
呪
術
的
古
代
|
周
末
戦
国
期

秦
漢
帝
国
、
と
の
時
代
状
況
の
変
化
で
説
明
す
る
こ
と
は
、
唯
名

論
が
、
漢
詩
的
特
性
や
そ
の
投
影
た
る
中
国
人
的
一
般
的
思
惟
形
態

に
基
づ
〈
と
し
て
き
た
論
旨
と
、
抵
触
す
る
恐
れ
は
な
い
で
あ
ろ
う

カ

最
後
に
皇
帝
概
念
の
性
格
に
つ
い
て
も
、
「
今
名
号
更
め
ざ
れ
ば
、

以
て
成
功
に
称
い
、
後
世
に
伝
う
る
こ
と
無
し
。
其
れ
帝
号
を
議
せ
」

「
秦
王
兼
ね
て
天
下
を
有
ち
、
名
を
立
て
て
皇
帝
と
為
る
」
「
朕
は
尊
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き
こ
と
万
乗
な
る
も
、
其
内
実
母
L
。
吾
れ
は
千
乗
の
駕
・
万
乗
の

属
を
造
り
、
吾
が
号
名
を
充
た
さ
ん
と
欲
す
」
「
秦
は
故
王
国
な
り
。

始
皇
は
天
下
に
君
た
り
。
故
に
帝
と
称
す
。
今
六
国
復
た
自
立
し
、

秦
の
地
は
益
ま
す
小
な
り
。
乃
ち
空
名
を
以
て
帝
為
る
は
、
不
可
な

り
。
宜
し
く
王
為
る
こ
と
故
の
如
き
は
、
使
な
り
」
(
『
史
記
』
秦
始

皇
本
紀
)
「
諸
侯
上
疏
し
て
日
く
、
(
中
略
)
味
死
再
拝
し
皇
帝
の
尊

号
を
上
ら
ん
と
。
漢
王
国
く
、
寡
人
聞
く
、
帝
と
は
賢
者
向
有
な
り

と
。
虚
言
亡
実
的
名
は
、
取
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
(
『
漢
書
』
高
帝

紀
)
等
と
い
っ
た
、
制
定
・
継
承
・
廃
止
・
復
活
の
経
緯
か
ら
、
は

た
し
て
そ
れ
が
、
呪
術
的
実
念
論
的
所
産
で
あ
っ
た
か
否
か
、
な
お

再
考
の
余
地
が
あ
る
や
に
思
わ
れ
る
。

第
二
章
公
孫
龍
後
学

著
者
は
、
公
孫
龍
と
そ
の
集
団
は
、
論
争
し
て
敗
れ
た
こ
と
な
き

無
敵
の
論
理
学
派
で
あ
っ
た
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
学
が
白
馬
非

馬
論
を
学
説
の
中
心
に
据
、
ぇ
、
し
か
も
認
識
論
的
問
題
で
あ
っ
た
論

理
を
、
存
在
論
的
問
題
で
あ
っ
た
か
の
如
〈
誤
解
さ
せ
る
解
説
を
施

し
た
た
め
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
て
、
苛
子
・
韓
非
等
の
実
念
論
者

か
ら
徹
底
的
批
判
を
浴
び
た
と
、
公
孫
龍
学
派
衰
退
向
原
因
が
説
か

れ
る
。し

か
し
な
が
ら
、
『
史
記
』
集
解
が
引
く
劉
向
『
別
録
』
に
は
、
越

の
平
原
君
の
面
前
で
、
公
孫
龍
及
び
そ
の
徒
属
と
、
斉
よ
り
訪
れ
た

郷
併
と
が
、
白
馬
非
馬
論
の
是
非
を
激
し
く
論
争
し
た
末
、
公
孫
龍

学
派
は
郷
併
に
敗
北
し
て
平
原
君
に
斥
け
ら
れ
た
、
と
の
記
録
が
見

え
る
。
と
す
れ
ば
、
公
孫
龍
学
派
衰
退
の
原
因
を
、
後
学
の
言
わ
ば

失
策
に
の
み
求
め
る
の
は
、
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
。

評
者
の
私
見
に
よ
れ
ば
、
公
孫
龍
は
、
竪
や
白
な
ど
通
常
個
物
の

属
性
と
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
、
認
識
不
可
能
な
普
遍
と
し
て
実

体
化
し
て
い
る
。
当
然
そ
れ
は
、
素
朴
実
在
論
者
向
眼
に
、
個
物
を

各
種
普
遍
者
に
よ
っ
て
解
体
す
る
行
為
と
映
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し

か
も
公
孫
龍
は
、
個
物
内
に
絶
対
他
者
と
し
て
の
普
通
を
宿
ら
せ
な

が
ら
も
、
プ
ラ
ト
ン
に
於
け
る
フ
ァ
イ
ド
ロ
ス
と
し
て
の
イ
デ
ア
や
、

ス
コ
ラ
哲
学
に
於
け
る
神
的
意
志
、
「
天
の
命
ず
る
之
を
性
と
謂
う
」

と
す
る
『
中
庸
』
の
天
命
、
朱
子
学
の
天
理
等
の
如
く
、
各
種
普
通

を
究
極
的
に
統
括
す
る
絶
対
的
普
遍
者
を
、
天
上
向
神
な
る
既
成
の

権
威
に
寄
り
か
か
っ
た
、
受
容
さ
れ
易
い
形
で
設
定
し
よ
う
と
は
し

な
か
っ
た
。
故
に
そ
こ
で
は
、
眼
前
向
世
界
同
様
、
背
面
世
界
も
ま

た
、
統
一
性
を
喪
っ
た
ま
ま
に
終
る
。
こ
こ
に
公
孫
龍
学
派
が
、
個

物
の
充
足
性
・
世
界
の
安
定
性
を
、
人
間
的
認
識
能
力
や
一
言
語
の
共

通
性
も
ろ
と
も
破
壊
す
る
者
と
し
て
、
激
し
く
非
難
さ
れ
敗
退
し
て

行
く
板
本
的
原
因
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
評
者
に
は
思
わ
れ
る
。

第
三
章
名
学
の
哲
学
史
的
意
味

こ
の
章
で
は
、
経
学
の
本
質
を
名
物
学
と
捉
え
、

漢
詩
の
特
性
、



中
国
人
的
思
考
様
式
、
公
孫
龍
に
代
表
さ
れ
る
唯
名
論
的
論
理
学
等

を
、
誕
代
以
降
の
経
学
史
と
同
一
線
上
に
並
べ
、
包
括
的
に
理
解
せ

ん
と
す
る
、
壮
大
な
今
後
の
研
究
構
想
が
予
告
さ
れ
る
。
本
書
が
吋
経

撃
の
基
礎
的
探
究
」
と
の
副
題
を
持
つ
理
由
も
、
こ
こ
に
鮮
明
と
な

ろ
う
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
経
学
研
究
は
、
著
者
の
独
創
に
よ
っ

て
切
り
拓
か
れ
た
、
全
く
前
人
未
踏
の
領
域
で
あ
り
、
そ
の
豊
か
な

結
実
を
期
待
し
た
い
。
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以
上
、
加
地
氏
の
大
著
に
つ
い
て
、
拙
い
批
評
を
試
み
て
き
た
。

本
書
に
は
、
到
る
所
に
著
者
の
創
見
が
充
ち
海
れ
て
い
る
。
評
者
向
抱

い
た
疑
問
も
、
尖
鋭
に
し
て
独
創
的
な
著
者
の
学
説
に
触
発
さ
れ
て
、

導
き
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
本
書
に
は
、
重
大
な

問
題
提
起
が
数
多
く
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、

本
書
が
言
語
学
的
視
点
よ
り
提
起
し
た
諸
問
題
に
対
し
、
論
究
が
重

ね
ら
れ
て
行
く
な
ら
ば
、
必
ず
や
そ
こ
に
は
、
幾
多
の
貴
重
な
学
問

的
成
果
が
生
み
出
さ
れ
よ
う
。
そ
の
時
、
新
た
な
体
系
的
学
説
を
提

示
し
た
と
一
言
う
に
止
ま
ら
ず
、
優
に
新
た
な
研
究
上
の
一
分
野
を
創

出
し
た
と
称
す
る
に
足
る
本
書
町
真
価
が
、
改
め
て
確
認
さ
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。

著
者
は
、
孤
剣
を
抱
い
て
壮
途
に
着
か
れ
た
。
鋭
鋒
の
光
台
、

よ
い
よ
輝
き
を
増
さ
ん
こ
と
を
念
じ
つ
つ
、
筆
を
捌
き
た
い
。

書

評

し、

研
文
出
版

一
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七
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